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重症心身障がい児(者)のコミュニケーションに関する研究

超重症児における感覚受容評価と微細な行動表出との関連に基づいた教育支援方略の検討

☆詳細は、HPをご覧ください。
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重症心身障がい児(者)および筋ジストロフィー児(者)の生理心理学的評価とそれに基づいた教育的支援を行って
います。
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主な保有機器・装置

2ch NIRS(エクセルオブメカトロニクス社製) 行動コーディングシステム(DKH社製)
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